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ふそうエアロエースのその他の装置（サービスセット）のリコールについて 
 

ふそうエアロエースのその他の装置（サービスセット）について、令和 2 年 9 月 17 日に下記のリコールを

国土交通省に届け出ました。ご愛用車の措置について、販売会社から早急にご連絡・ご相談をさせていただき

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

ユーザの皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますことを、心よりお詫び申し上げます。 

 
リ コ ー ル 届 出 番 号 4809 リコール開始日 令和 2年 9 月 18 日 

不具合の部位(部品名) その他の装置（サービスセット） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性能

の状況及びその原因 

大型観光バスにおいて、客席上部のサービスセット（読書灯、エアコン吹き出し口、

停車ボタン、スピーカー等を装備）の基板の防水性が不適切なため、エアコン

ダクト内で発生したダスト状の異物を含んだ結露水が当該基板のコネクタに

到達する場合がある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、異物がコネクタ

底部に蓄積されて端子間が短絡し、読書灯の不点灯や停車ボタンの誤作動等が

生じ、最悪の場合、火災に至るおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 

全車両、サービスセットの基板上部に被水防止カバーを追加し、基板にシリコン

が塗布されていないものはシリコンを塗布すると共に、基板に繋がるハーネスの

配策を変更する。 

また、当該基板とハーネスのコネクタを点検し、熱による不具合が認められた

ものは新品に交換する。 

 

車名 型式 通称名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リコール 

対象車の台数 
備考 

三菱 

QDG-MM96FH 

「ふそう 
ｴｱﾛｴｰｽ」 

MM96FH-24002～MM96FH-24535 

平成 24 年 7 月 5日～平成 26年 8月 7日 
109 

 

QDG-MM97FH 
MM97FH-80011～MM97FH-82286 

平成 26年 7月 31 日～平成 29 年 8 月 22 日 
338 

TDG-MM96FH 
MM96FH-24001～MM96FH-24532 

平成 24 年 7 月 12 日～平成 27 年 1 月 30 日 
30 

TDG-MM97FH 
MM97FH-80015～MM97FH-82285 

平成 26年 8月 27 日～平成 29 年 8 月 11 日 
71 

QRG-MS96VP 
MS96VP-22101～MS96VP-70636 

平成 24 年 7 月 4日～平成 29 年 8 月 3日 
1,232 

QTG-MS96VP 
MS96VP-70354～MS96VP-73364 

平成 27 年 4 月 1日～平成 29 年 8 月 8日 
1,568 

2TG-MS06GP 
MS06GP-71001～MS06GP-80941 

平成 29 年 6月 9日～令和 2年 7月 28 日 
1,867 

 (計 7 型式) (計 1 車種) 
（製作期間の全体の範囲） 

平成 24 年 7 月 4日～令和 2年 7月 28 日 
（計 5,215 台）  

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 
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リコール対象車の主要諸元 
 

車名 型式 通称名 種別・用途 車体の形状 
原動機の型式 

（総排気量（CC）） 
備考 

三菱 

QDG-MM96FH 

「ふそう 
ｴｱﾛｴｰｽ」 

普通・乗合 ﾘﾔｰｴﾝｼﾞﾝ 

6M60 

(7,545) 

 

QDG-MM97FH 

TDG-MM96FH 

TDG-MM97FH 

QRG-MS96VP 

6R10 
（12,808） 

QTG-MS96VP 

2TG-MS06GP 
6S10 

(7,697) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改 善 箇 所 説 明 図  

フロントパイプ支持部 

改善措置の内容  

全車両、サービスセットの基板上部に被水防止カバーを追加し、基板にシリコンが塗布されて

いないものはシリコンを塗布すると共に、基板に繋がるハーネスの配策を変更する。 

また、当該基板とハーネスのコネクタを点検し、熱による不具合が認められたものは新品に

交換する。 

識別：作業完了車には、車両左後方点検リッド裏の位置に「HB209」の文字が記載された白黄色のシール

を貼付ける。 

基準不適合発生箇所 

大型観光バスにおいて、客席上部のサービスセット（読書灯、エアコン吹き出し口、停車ボタン、

スピーカー等を装備）の基板の防水性が不適切なため、エアコンダクト内で発生したダスト状の

異物を含んだ結露水が当該基板のコネクタに到達する場合がある。そのため、そのままの状態で

使用を続けると、異物がコネクタ底部に蓄積されて端子間が短絡し、読書灯の不点灯や停車ボタン

の誤作動等が生じ、最悪の場合、火災に至るおそれがある。 

《サービスセット内部》 

基板 


